
 

 

 

２０２１年 １０月２８日発行 会報 第１０７５号 

今週のプログラム 

（2021 年 10 月 28 日 第 1075 回例会） 

 

卓話：地区米山奨学委員会より  

 

担当：地区米山奨学 副委員長  

坂田 妙子様 

 

次週のプログラム 

（2021 年 11 月 4 日 第 1076 回例会） 

 

      『フォーラム』 

〔国際奉仕・ロータリー財団・米山各委員会〕 

担当：黒川国際奉仕・財団委員長 

   木下米山奨学委員長 

 

第１０７４回例会 （２０２１年 １０月２１日）の記録 

 
＜会長の時間＞          水島 洋会長 

皆さん、こんばんは。 

米山奨学生アクサさん、ようこそ。 

本日は国際ロータリー第 2660地区ガバナー 吉川 秀隆様をお迎え致しました。 

また、地区常任幹事 小泉 祐助様にもご同行いただいております。ありがとうございます。 

吉川ガバナー様は、今年度の最重点目標として、」日本の子ども達の 7人にひとりが 

経済的、教育的困難な状況にあり、その子ども達を支援しよう、と訴えておられます。 

千里メイプル RC では一昨年から吹田市に拠点をおく子ども食「放課後 kids」を支援して

おり、その重要性は十分認識しているつもりであります。 

そんなことを含めまして、卓話の短い時間ですがいろいろとご指導を賜りますように 

よろしくお願い致します。 

また、吉川ガバナーにおかれましては、地区大会も控えられてますますお忙しいことと 

存じますが、お体にお気をつけいただいて、今後ともご活躍されますことをお祈り申し 

あげます。本日は、どうぞよろしくお願い致します。 

          
 



  
＜本日のビジター＞RI 第 2660 地区 2021-2022 年度 ガバナー 吉川 秀隆様（大阪 RC） 

         RI 第 2660 地区 2021-2022 年度 地区幹事 小泉 祐助様（大阪 RC） 

         2021 学年度 米山奨学生 アクサ メイリアナ インタニ様 

＜出席報告＞     黒川 彰夫 SAA 補助 

会員数（内出席免除会員 1 名）    １７名 

本日の出席者数           １０名 

（内出席免除会員 0 名） 

（名誉会員   ０名） 

本日の出席率          ６２.５% 

 

 

 

＜ロータリーソング＞      全会員 

♪奉仕の理想♪ 

＜本日の演奏曲目＞   近藤 美里さん 

１． 枯 葉 

２． 献 呈      シューマン・リスト 

３． ラスト・ワルツ 

＜幹事報告＞                            山本 友亮 幹事 

１．本日例会終了後、臨時理事会を開催致しますので、理事・役員はお残り下さい。 

＜SAA 報告＞                        松田 親男 SAA 

※スマイルボックス 

相原会員    コメントなし 

 

※ロータリー財団 

水島会員    吉川ガバナー様 本日はよろしくお願いします。 

水本会員    吉川ガバナー 本日は宜しくお願いします。 

高尾会員    大阪ロータリークラブ 小泉様（地区幹事）ようこそ！ 

 

※ラオス基金 

なし 

 

※米山記念奨学会 

木下会員    吉川ガバナー様 ようこそいらっしゃいました！ 

高尾会員    吉川秀隆ガバナー ようこそ 

松田会員    コメントなし 

山本雅之会員  コメントなし 

 

※メイプル基金 

山本会員    吉川ガバナー 本日よろしく御願い致します。 

相原会員    コメントなし 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  地区ガバナー 吉川 秀隆様        地区常任幹事 小泉 祐助様 

 

   ＜本日のお料理＞ 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

１．いかの葱生姜マリネ 2．トマト入り卵スープ ３．蒸点心（黒豚焼売・もち米団子） 

4．揚点心（春巻・咸水角・雲吞）６．もち豚豆鼓蒸しご飯 ７．杏仁豆腐 

 

《10 月 21 日開催 臨時理事会 議事録》 

１． 親睦会開催について 

12 月開催予定の X’mas 例会についてはル・ジャルダンでの開催とし、会員・名誉会員 

特別会員（渡邊会員）及びご家族の範囲でお声がけする事とします。 

※現状ではル・ジャルダンは 20 名で満席となるため 

 

２． 11 月 11 日の関西大学留学生との交流会について 

  今年度もコロナの影響で留学生の会場参加は辞退されているので、ZOOM にての参加を 

  関西大学側に打診中です。（後日、藤田委員長より ZOOM での参加 OK の返答ありとの 

  報告がありました。19 時より ZOOM 参加です。） 

 

３． その他 

現在実施している各テーブルへの飴の提供を、受付テーブルへ変更します。 

（後片付けの簡素化のため） 

 

 

 



 

＜卓 話＞ 

2021～2022年度 RI第 2660地区ガバナー 吉川 秀隆様 

皆さま、こんにちは。ガバナーに就任しました吉川秀隆です。 

私は、タカラベルモント(株)という理容・美容サロンで使う椅子・シャンプー台などの機器や業務 

化粧品、歯科や病院にむけた医療機器の製造販売、サロン・クリニックの設計施工等を行う会社の 

代表を務めています。弊社は本年 100 周年を迎えます。「自分らしく生きる人生こそが美しい人生で

あり、全ての人がその生きる喜び、幸せを感じられるように」という想いを込めて「美しい人生を、

かなえよう」を会社のキーメッセージとして定めました。これは個人的に、ロータリーの精神にも 

通じるものだと思っています。 

コロナ以前は海外出張が多く１年の 3分の 1は海外を飛び回っていました。海外のクラブでメイキャ

ップすることもあり、各国ロータリアンと交流した思い出も少なくありません。しかしこれから 1年

はガバナーとして地区の皆さんとしっかりと交流すべく各クラブを飛び回りたいと思います。 

それでは、RIならびに地区の方針についてご説明いたします。ご承知の通り RIは 7つの重点分野を

掲げています。2008年の採択時には 6つでしたが、昨年新たに「環境の保全」が加えられました。 

また、組織の基本的原則を表す「中核的価値観」が 2009年に採択されました。それは、奉仕・親睦・

多様性・高潔性・リーダーシップの 5つです。 

以上を踏まえて、本年度の RI会長シェカール・メータさんのスピーチをお聴きください。【動画】 

ご覧の通り本年度の RIの会長テーマは「SERVE TO CHANGE LIVES～奉仕しよう みんなの人生を豊か

にするために」です。メータ RI 会長は、会員増強を最優先課題として「いま 120 万人の会員を本年

度末に 130万人にしよう」と述べました。また「女子のエンパワメント」という言葉で女子が抱える

問題に取り組むことを強調しています。そして「より大きなインパクトをもたらす」「参加者の基盤

を広げる」「参加者の積極的なかかわりを促す」「適応力を高める」という 4つの優先事項について 

スピーチされました。 

さて、当地区にはすでに 4項目からなる地区ビジョンがあります。①私たち第 2660地区は RIテーマ

を理解し、地域の特性にあった活動をすることにより具現化します。②ロータリーの原点である親睦

と職業奉仕を根幹とし、世界及び地域社会でよい変化を生み出します。③世界の未来を担う青少年の

活動を支援し、若きリーダーの育成に努めます。④それぞれが「魅力ある・元気ある・個性ある」 

クラブになる事を目指します。という 4つです。 

この地区ビジョンと同時に 5ヵ年中期目標が定められており、その 1番目は「クラブのサポートと 

強化」つまりクラブの会員基盤を強化することです。 

メータ RI会長のいう 130万人を当地区に当てはめると、300名、約 8％の増となります。コロナ禍で

疲弊した状況においては高い目標に思えます。 

メータ RI 会長は「ローターアクトをロータリーに移行し」女性会員を増やせば年間 5％の純成長は

確保できると述べましたが、当地区のローターアクトが直ちにロータリークラブに移行できるかと 

いうと、整理しなくてはならない問題が多くあります。 

当地区は「各クラブでの純増 1名を目指す」という目標を掲げつつ、本年度はコロナの影響による 

会員減少を防ぐことを優先して戴きたく思います。 



 

また「ローターアクトはじめ若い世代とともにロータリー活動を推進する基盤を広げる」ことについ

ては、皆さんと一緒に具体的な計画を立てていきたいと思います。会員増強は目標であり目的では 

ありません。奉仕の発信力・影響力・目的実現力の強化こそが本質です。 

中期目標 2番目の「人道的奉仕の重点化と増加」は、まさにその奉仕活動の原点としての目標です。

1919 年のスペイン風邪パンデミックの時、ロータリーは会員を 19％も増やしたといいます。それは

当時のロータリーが取り組んだ献身的かつ積極的な奉仕活動が多くの共感を生んだからだと思われ

ます。私は地区の持つリソースを可能な限り人道的奉仕に集中したいと思います。 

いま、私たちの足下で「経済的に困窮している人」が急増しています。日本の子どもの 7人に 

1人が相対的貧困状態にあるとも言われます。メータ会長が「女子のエンパワメント」と言及した 

「性の格差」の問題とは少し違うでしょう。しかし地域の問題は、地区のロータリアンである私たち

自身が取り組み、解決せねばなりません。 

私は、RIの 7つの重点分野から「基本的教育」に焦点をあて、地域のエンパワメント、すなわち地域

が本来持っている能力の向上を図るため、地域の子供たちを支援することを地区の重点活動方針と 

しました。 

中期目標の 3 番目は「公共イメージと認知度の向上」です。地域に開かれたロータリー活動とは RI

のいう「参加者の基盤を広げ」「積極的な関わり」を促すことです。このためには IT化の推進が必要

です。皆さまには「マイロータリーの登録率 80％、クラブセントラルの活用率 90％」という目標の

達成をお願いします。 

そして女性会員の増強、RACをはじめとする若い未来のロータリアンとの連携強化をお願い致します。

以上が RIの方針と、それを受けた本年度の地区方針のご説明です。 

最後に、本年度の地区大会についてご案内します。今年の地区大会は 12月 3日金曜日、大阪国際 

会議場にて 1日に集約して開催します。今年はコロナの影響もまだあると思いますのでコンパクトに

開催したいと思います。ワクチン接種も進み、再び皆さまと一同に顔を合わることができるものと 

楽しみにしています。 

ロータリーの活動は、会員個人、そして各クラブこそが主体です。RIはその連合組織であり、トップ

ダウンの指示命令をするものではありません。ロータリーの活動の主体は各クラブであり、主役は 

ロータリアンである皆さまです。皆さまが主体的に活動できるよう、私もガナバーとしてともに頑張

っていく所存です。そして、その結果、地域の人々が豊かな人生を送り、美しく輝いていかれること

を心より願っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

以上、ご挨拶並びに方針の説明とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

             


